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高齢化が進む中、メークなどでシニアの孤立を防ぎ、心身の健康維持を図ろうとする取り組みが東京都内で進んでいる。生き生きと過ごせるアクティブな高齢者を増やし、介護予防などにつなげる狙いだ。
「おいしそう」「なんてきれいなの」――。東京都港区の介護予防総合センターで17日、70歳以上の一人暮らし高齢者46人がおしゃれに着飾り、フランス料理のランチコースを楽しんだ。
スマートフォンで写真を撮りながら牛フィレ肉のローストなどを堪能。参加者同士は基本的に初対面だが、2時間弱にわたって会話をはずませた。「また会いましょうね」。終了後に参加者がシェフにスマホの操作を教わりながら連絡先を交換し、複数人で話しながら駅に向かう姿も見られた。
料理をふるまったのは全日本司厨士（しちゅうし）協会の港支部に所属するシェフだ。オークラ東京や東京プリンスホテルといった港区内の一流ホテルなどから約30人がボランティアで参加した。
港区社会福祉協議会が高齢者の孤立予防のため1984年度から定期的に開いている昼食会で、今年で34回目を迎える。新型コロナウイルス禍前は定員の3倍を超える応募がある例もあった。4年ぶりの開催となった今回も定員の2倍以上の111人が応募した。
総務省によると国内の65歳以上の人口は22年10月時点で約3624万人と、総人口に占める割合は約30%に達する。東京都の65歳以上の人口は23年9月時点で約311万人で、30年前の倍以上になっている。
シニア層の健康寿命も延びており、いきいきと活動する「アクティブシニア」が増えている。アクティブシニアを増やし、働き手としての社会参画や介護予防などにつなげたいと考える自治体は多い。
江戸川区の西葛西図書館は30日、60歳以上の男女を対象にメークやスキンケアを指導する「いきいき美容教室」を開く。資生堂が講師として自宅でできるスキンケアやメークを指導し、参加者は実際に自分の手を動かしながらメークする。
同館での開催は今回が初めて。「図書館を使うシニアは多い。健康増進や交流につなげてほしい」との思いから企画した。定員15人の枠は募集開始直後に埋まった。男性の参加希望者もいたという。
資生堂はこれまで豊島区など様々な自治体で高齢者向けのメーク教室を実施してきた。シニアもメークをすると楽しい気分になり、外出するきっかけにもなる。化粧品の蓋を開けるといった基本的な動作で筋肉を使い、フレイル（虚弱）を予防する目的もある。
メークを通じた健康維持は広まりつつある。大田区の洗足区民センターではシニアが楽しめる企画の一つとして4月にメーク教室を開催。好評だったため、11月も開く。
コロナ禍も落ち着き、人生100年時代といわれる今、高齢者が前向きに過ごせる手助けが高齢者の社会参画や地域活性化に一役買いそうだ。








